
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単に単に単に単に    



５分程度で 20 ㎏産乳量のある乳牛の場合、単純平均でも 1

分間で 4 ㎏の射乳量となります。2ℓのペットボトル

2 本分にも相当する大量の生乳が一気にクローへ

と流れ込んでも、現在のミルキングシステムには

クロー内圧を適度に維持しつつ、生乳がスムー

スにミルクラインからレシーバージャーへと流

れ着く性能が備わっていることが求められます。 

「生乳がクロー内で 滞

とどこお

りがち、ミルクライン内が生乳であふれかえってい

る、クロー内圧が下がりすぎる」などは、乳牛の気分よい射乳とは程遠い状況です。 

 

現在の乳牛が求めるミルキングシステムは、“単に搾れれば OK”というのではなく、乳牛

が不快さを感じることなく、スムースな 射 乳

しゃにゅう

を保証するというレベルです。これが達成さ

れていない搾乳機器であるがゆえ、酪農家の乳房炎対策への多くの努力を水泡に帰させてい

る事例も少なくありません。自分のミルキングシステムに見直しべきポイントがないか…、

チェックしてみましょう。 

 

 

搾乳できるカラクリ＆点検のポイント 

 

ミルキングシステムは、子牛が母牛の乳房から牛乳を飲むのと

同じ動作を作り出しています。 

子牛の吸引する陰圧を真空ポンプ（A）が発生させ、程良い真

空圧にコントロールするのが調圧器（レギュレータ・B）の役割です。そして子牛のゴク

ゴク飲むリズム

をパルセータ（C）

が作り出し、搾り

出した生乳は子

牛の 喉

のど

の代わり

にミルクライン

（D）を通じ、レ

シーバージャー

（E）へと運び込

まれています。 

こうしたミルキ



ングシステムが問題なく動作しているかをチェックしているのが、年に１回は実施されて

いる「システム点検」です。チェック項目は様々ですが、全体的な動作として確認される

事項は、 

 

� 設定された真空圧がシステム全体に安定的に供給されているか 

� 調圧器は正常に作動し、いざという時も対応できる力があるか 

� 配管全体のエア漏れは許容範囲にあるか 

� 真空ポンプがこたっていないか 

 

といったことです。いずれも搾乳機器が乳房炎発

症の要因とならないための重要項目です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミルキングシステムの点検をされる方は、当然ながら機械に詳しく、日頃整備にあたっているの

ですが、同時に乳房炎とミルカーの関連についてもプロの知見のレベルにあるかと言えば、必ずし

もそうではありません。残念ながら双方に精通した人材は、まだ少数にとどまっているのが現実で

す。そのため「マニュアル通りの点検をしました。一部消耗品を交換、整備しました」程度で終って

しまい、ミルキングシステムの抱えている不備は放置され、永続的な乳房炎発症につながっている

事例も少なくありません。 

定期的に行われる車検では、「悪路でも大丈夫、危惧される部品は交

換されている」といった安心感を得て人は車を運転しています。ミルカ

ーのシステム点検の方は、車検で得ている同等の安心を作りだすよう

に実施されているとは限らないのが実情

です。 

 

そこで各ディーラーから JA に提出頂いているミルキングシステム分

析表の結果を活かし、乳房炎の防御へと役立てるため、JA では各

農場の状況に応じた対策を検討していきたいと思います。 

  

車検とミルカー点検 



点 検 内 容点 検 内 容点 検 内 容点 検 内 容 のののの 簡 単 な簡 単 な簡 単 な簡 単 な 解 説解 説解 説解 説     

 

① ユニット落下テスト 
 

搾乳中にユニットが落下するなど不意に空気が流入してしまうこ

とがありますが、そんな時でも真空圧が下がりすぎていないか確

認するテストです。2kpa 以内を合格としていますが、この値は

少ない程、安定した搾乳が望めます。 

 

② 調圧効率 
 

搾乳中に余計なエアが入っても真空圧が保たれるように頑張る

のが調圧器（レギュレータ）です。測定される調圧効率は正常な

らば 100％ですが、90%以上あれば許容範囲としています。

90％を下回ってしまう場合、真空圧の低下に調圧器が対応し切

れていない、調圧器の位置が悪い等といったことがあります。 

 

③ エア漏れ 
 

搾乳時に有効な予備空気流量が十分に確保されているか調査

し、エア漏れもしっかりと抑えられているかを確認するのが分

析表右上の「空気流量評価」です。このうちエア漏れは 10%

以内をその目標値としています。 

 

④ 真空ポンプの能力比 
 

どれだけの排気量を備えているかが真空ポンプの容量（定

格）ですが、その力が衰えていることがあります。基本は定

格の 90％以上が確保されていることです。 

なお真空ポンプの容量が使用するユニット台数や配管の太

さに応じたであるかもチェックポイントとなります（分析表

左下・Ⅳの ER 必要量）。 

 

各点検項目の値を単独でとらえてしまうと、メンテナンスや修繕を誤

ることがあります。システム全体の動作という視点が欠かせません。 



 

 

赤い囲みは点検時に

全て記入されるべき欄 

つなぎなどハイラ

イン：48～50 

パーラーなどロー

ライン：42～44 

オリオンの真空２系統では点検手法や記

入法が一部異なるため、ご留意下さい。 

①ユニット 

落下テスト 

②調圧効率 

③エア漏れ 

④真空ポン

プの能力比 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析結果には表れていませんが、たとえば次のような点もスムースな射乳や

生乳の流れを阻害し、乳房炎を発症させる一因となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

など… 

たわみ 

おまけ 

バケットミルカーの動作

確認もお忘れなく… 


